





中 朋美＊・ケイツ・キップ＊＊  
 
Student Reflection on Regional Studies and Higher Education in 
North American Study Tours 
NAKA Tomomi*, CATES Kip**  
キーワード：スタディー・ツアー，異文化理解，アメリカ，カナダ 
Key Words: Study Tours, Intercultural Understanding, United Sates, Canada 
Ｉ．はじめに 































地　域　学　論　集　　第 12 巻　　第 ２ 号（2015)
198
地域学論集 第 12 巻第 2 号(2015) 
























北米プログラムは，アメリカ，カナダの 2 か国に渡り 3 つの地域をめぐる点でほかの海外演習プロ
グラムとは少し異なる構成となっている。全日程が 2 週間に満たない中でいくつもの地域をめぐるの
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表 1． 2013 年度の日程
中 朋美・ケイツ・キップ：北米からみる「地域」と大学での学び
2013 年 11 月 参加者募集（25 日締め切り）
12 月 航空券，宿泊先手配,
先方との打ち合わせ,
事前学習会（2 月まで 6 回開催）
出発前個人面談
2014 年 2 月 27 日 関西空港出発，サンフランシスコ経由でサクラメントに到着
2 月 28 日 University of California at Davis 訪問
3 月 1 日 Davis の町を散策後アムトラック（電車）でサンフランシスコに移動
3 月 2 日 Glide Memorial Church 訪問，市内散策
鳥取県人会の小橋さんと会談
3 月 3 日 サンフランシスコ，ジャパンタウン，JCCCNC 等訪問
3 月 4 日 チャイナタウンなどを訪問
3 月 5 日 University of San Francisco 訪問
カストロ，ヘイトアッシュベリーを訪問
3 月 6 日 飛行機でバンクーバーへ移動
3 月 7 日 University of British Columbia 訪問
3 月 8 日 Nikkei Museum and Cultural Center 訪問
3 月 9 日 チャイナタウン，ジャパンタウン，ガスタウンを訪問
3 月 10 日 日本に向けて出発，サンフランシスコで乗り換え
3 月 11 日 関西空港に到着
3 月 20 日 JASSO 報告後，帰国後のレポート提出
4 月 研修後の個人面談，単位認定
表 2． 2014 年度の日程
2014 年 10 月 参加者募集（11 月 10 日締め切り）
11 月 航空券，宿泊先手配
先方との打ち合わせ
事前学習会（2 月まで 5 回開催）
出発前個人面談
2015 年 2 月 27 日 関西空港出発，サンフランシスコ到着
2 月 28 日 サンフランシスコ，チャイナタウン，リトルイタリーを訪問
鳥取県人会の小橋さんと会談
3 月 1 日 Glide Memorial Church 訪問，市内散策
3 月 2 日 サンフランシスコ，ジャパンタウン，JCCCNC 等訪問，日系人の方との会
談
3 月 3 日 University of San Francisco 訪問
カストロ，ヘイトアッシュベリーを訪問
3 月 4 日 アムトラックで Davis に移動
3 月 5 日 University of California at Davis を訪問
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3 月 6 日 飛行機でバンクーバーへ移動
3 月 7 日 Nikkei Museum and Cultural Center 訪問（日系人の方との会談）
3 月 8 日 チャイナタウン，ジャパンタウン，ガスタウンを訪問
3 月 9 日 University of British Columbia を訪問
3 月 10 日 日本に向けて出発，サンフランシスコで乗り換え
3 月 11 日 関西空港に到着





メートル，人口は 2010 年の資料ではでは 65,622 人で，その 2 割ほどがアジア系である。２ サクラ
メントから西に 11 マイル，サンフランシスコから北東に 72 マイルの位置にある町である。３ サンフ
ランシスコやロサンジェルスとは異なり，比較的落ち着いた大学町である。車が主要な交通手段であ
るアメリカの中でも自転車のまちともいわれるほど自転車をよく見かける。デービス校はカリフォル
ニア大学のシステム一つの大学で，およそ 35,000 人の学生が在籍している。４ キャンパスも広いが，
後で述べるブリティッシュコロンビア大学に比べると全体的に小さい。 
デービス校では，Department of Asian American Studies，Japanese Program (Department of East 
Asian Languages and Cultures)，English Program (UC Davis Extension) の 3プログラムを訪問し






















スコ市はおよそ 120 平方キロメートル，2010 年のデータでは人口は 805,235 人である。５公共交通機
関も比較的よく発達しており，バス，地下鉄等を使えば様々な施設を訪れることが出来る。学生は教
員のサポートのもと公共交通手段を事前に調べ，訪問先への経路の計画を立てる練習をする。
ここでの訪問地は，ジャパンタウン， Japanese Cultural and Community Center of Northern 
California（以後 JCCCNC），ゲイ，レズビアンといったセクシャルマイノリティーの運動の中心地
であったカストロ地区，ヒッピー文化で有名なヘイトアッシュベリー地区，イエズス会系私立大学で
ある University of San Francisco を数日間かけて訪問する。
JCCCNC とサンフランシスコのジャパンタウンはダウンタウンの中心からバスで 30 分ほどのと
ころにある。サンフランシスコのジャパンタウンは紀伊国屋や日本料理店が入ったショッピングセン
ターなどがあるが，現在実際に住んでいる日系アメリカ人はそれほど多くない。しかし歴史的に重要
な日本町の一つで，JCCCNC は様々なイベントや教室を地域に提供しており，日系 2 世をはじめ多
くの方々が職員やあるいはボランティアとして運営に参加している。ここではプログラムディレク
ターの Matt Okada さん（2012 年度は Ryan Kimura さん）を中心に 2 世，3 世，4 世，そして戦後ア
メリカに移住した日系の方の体験を聞き，学んでいる。セミナー形式の場合もあれば，小グループに
分かれディスカッション形式でお話を伺う。
University of San Francisco では学生によるキャンパスツアーで大学全体の紹介を受けるととも
に，Stephanie Vandrick 先生の協力をえて，Department of English, Center for Asia Pacific Studies,
Critical Diversity Studies の様子を教員の方々から伺っている。デービス校との相違点を知ることと






物館である Japanese American Museum of San Jose や県人会のイベント等に参加されている。日程
の関係で 2012，2013 年度ともにサンノセに訪問できなかったため，サンフランシスコでご夫妻にお
会いし，その様子をうかがっている。今後は現地訪問し，鳥取県人会の 2 世，3 世の方のお話をお聞
きしたいと考えている。
このほかにも多文化社会の一面を知ることのできる施設をできる限り訪問している。カストロ地区
ではゲイライツの運動家ハーヴィー・ミルクの元事務所や GLBT History Museum の展示を見学し
たり，そこの職員の方から説明を受けたり，サンフランシスコでエイズや人種，セクシュアルオリエ
ンテーション，経済的等を理由に社会から疎外感を感じている人々に長年にわたって積極的にかか
わってきた Glide Memorial Church を訪問し，コンテンポラリーでエネルギッシュな礼拝にも参加
している。学生の企画，提案によって Contemporary Jewish Museum やチャイナタウンと Chinese 
Historical Society of America，スペインの影響が残るミッション地区等も訪問している。
C. バンクーバー
2012 年度からはカナダのバンクーバーを訪問している。サンフランシスコと同様大都市で，市の面
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に深みを与えることが出来ればとの思いで訪問している。
バンクーバーの中心地から少し離れた郊外の町にある Nikkei Museum and Cultural Center (以下
Nikkei Center)では日系人の様子をうかがう展示や体験談，現地の日本語学校を見学する。センター
のスタッフとともに事前にプログラムを準備し，訪問している。バンクーバーでの 1 世の人々の背景





の寺院 Vancouver Buddhist Temple を訪問し，青木龍也開教使のお話とともに，寺で開催されているス
プリングフェスティバルを訪問している。お寺の門徒の方々には日系の人々が多く，フェスティバル
ではうどん，から揚げ，お饅頭といった日本食を味わうことが出来る。2012 年度，13 年度は鳥取大
学から来たということで，お忙しい中，和歌山出身の日系 2 世の Mizuta ご夫妻の体験をうかがうこ
とができた。
University of British Columbia もバンクーバーでの重要な訪問先の一つである。学生にキャンパ
スツアーで，学生生活や大学の様子を知るとともに，Museum of Anthropology や Longhouse の訪問を
通じて，カナダにおける先住民の歴史や現状を少しではあるが学ぶ。また，新渡戸稲造にちなんだ




め，例年 10 月，11 月頃を目途にすべての手配を教員が行っている。参加人数は過去 3 年では 6 から
8 名で，JASSO の奨学金枠の制限とともに教員 2 名が対応できる人数となっている。
 正式に単位化されてからの学生の内訳は，2013 年度が 8 名（文化学科 7 名，教育学科 1 名，うち 2
名が 1 年生），2014 年度は正規学生が 6 名（文化学科 3 名，教育学科 3 名，いずれも 2 年生），中国か
らの短期留学生が 2 名参加した。





表 3 2013 年度参加者の所属学部と性別
所属学科 男性（人） 女性（人）
地域文化学科 2* 5 
地域教育学科 1 0 
*いずれも一年生，他はすべて 2 年生
表 4 2014 年度参加者の所属学部と性別
所属学科 男性 女性
（人） （人）
地域文化学科 0 3 
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研修前の海外渡航回数 2013 年度（人） 2014 年度（人）
0 4 1 
1 2 5 
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自分の学びとは何だろうかと考える学生もいる。例えば，University of San Francisco では，従来の
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註
１ 例えば，応答の人類学 研究会 (日本文化人類学会課題研究懇談会)など。




４ University of California at Davis のホームページを参照。2014 年現在。 UC Davis Facts 
http://ucdavis.edu/about/facts/index.html 
５ Race and Hispanic or Latino: 2010, United States Census Bureau を参照。
http://factfinder.census.gov/faces/tableservices/jsf/pages/productview.xhtml?pid=DEC_10_PL_GCTPL1.ST13&prodType=ta
ble%2520US%2520Census%2520Bureau  
６ 2011 Statistics Canada を参照。 https://www12.statcan.gc.ca/census-recensement/2011/as-sa/fogs-spg/Facts-csd-
eng.cfm?LANG=Eng&GK=CSD&GC=5915022 
７ 2013 年度の北米プログラムについての学びについての考察については Naka, T. (2016). Encountering Others in 
Overseas Study Tours: An Examination of Educational Potentials. International Journal of Social Science and Humanity
6(9):714-718 を参照。
                                                                 
地　域　学　論　集　　第 12 巻　　第 ２ 号（2015)
210







                             
註
１ 例えば，応答の人類学 研究会 (日本文化人類学会課題研究懇談会)など。




４ University of California at Davis のホームページを参照。2014 年現在。 UC Davis Facts 
http://ucdavis.edu/about/facts/index.html 
５ Race and Hispanic or Latino: 2010, United States Census Bureau を参照。
http://factfinder.census.gov/faces/tableservices/jsf/pages/productview.xhtml?pid=DEC_10_PL_GCTPL1.ST13&prodType=ta
ble%2520US%2520Census%2520Bureau  
６ 2011 Statistics Canada を参照。 https://www12.statcan.gc.ca/census-recensement/2011/as-sa/fogs-spg/Facts-csd-
eng.cfm?LANG=Eng&GK=CSD&GC=5915022 
７ 2013 年度の北米プログラムについての学びについての考察については Naka, T. (2016). Encountering Others in 
Overseas Study Tours: An Examination of Educational Potentials. International Journal of Social Science and Humanity
6(9):714-718 を参照。
                                                                 
 (2015年10月2日受付，2015年10月6日受理）
